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概要：複数の遠隔地間で対話環境を半永続的に維持する遠隔会話の研究がなされてきた．しかし，(1)空間

同士をそのまま接続しているため，誰が誰と何を話しているかをシステム利用者全員が聞くことができ，

気軽に雑談しづらい．(2)会話内容や対話相手を秘匿すると，アウェアネスが不明確であるため，相手がど

ういう状態であるのか直感的にわからないという問題がある．本研究では，自分が遠隔会話したいの相手

が，別の相手と会話をしている時に，音声や映像に制限がある場合でも，話しかけても問題ないタイミン

グの決定や，会話の雰囲気の理解を助ける情報を提示するシステム機能の開発を行った．本研究の目的は，

システム機能が，(1)会話のタイミング決定を助ける，(2)会話の雰囲気理解を助ける，ことの検証である．

システムの機能として，(1)一定間隔ごとにリアルタイムの映像から過去の映像として表示するログ，(2)

対話先の声の大きさをリアルタイムに可視化したグラフ，(3)一定間隔ごとの声の大きさの推移を可視化し

たグラフ，を提示する．実験の結果，(1)過去の写真を表示することで，対話先の人物の表情や行動の遷移

を把握し，話しかけるタイミングや雰囲気の参考にすることができる．(2)リアルタイムの音量の可視化

は，話しかける意思決定をするためには有用な手段である．ことを示した．
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1. はじめに

近年，Skypeなどの無料でビデオチャットができるソフ

トウェアやスマートフォンの普及により，容易にビデオ

チャットを行える環境が整ってきた．これにより，様々な

形態の遠隔会話手法が研究されてきた．その一例として，

対話環境を半永続的に維持する遠隔会話の研究がなされて

いる．

家族間で対話環境を半永続的に維持し遠隔会話を行う場

合，交換される間接的情報の種類によらず，偶発的に会話

を発生させることができる [1]ことや，子供や独居高齢者

が，疎外感や孤独感などの感情を払拭する効果がある [2]

ということが分かっている．同様に，複数の遠隔地間で対

話環境を半永続的に維持する遠隔会話の研究もなされて
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いる．これらの研究は，どちらもプライバシーの問題があ

る．特に，複数地点での常時接続する場合，先行研究 [3]

では，空間同士をそのまま接続しているため，誰が誰と何

を話しているかが分かり，個人間の雑談をシステム利用者

全員が聞くことができるようになっている．そのため，イ

ンフォーマルな会話をすることが気軽にできないという問

題がある．

しかし，会話内容や対話相手をわからなくしてしまうと，

自分が重要な話をしたいときに，話しかけたい相手が，別

の人物との会話を終えて，雑談をしていただけだとしても，

アウェアネスが不明確であるため，話しかけるために会話

を遮っても問題ないと判断することが難しい．また，話し

かけたい相手が，遠隔で別の人物と会話をしていた場合，

話しかけたい相手がシステムに映っていても，どういう状

態であるのかが直感的にわからないという問題がある．

そこで，話しかけた人物が話している相手や，2者間で

行っている会話内容を第三者に分からないようにしても，
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第三者にどのような状況であるかを伝えるために，リアル

タイムの声の大きさをグラフに表示したり，会話データを

解析し，時系列順の会話全体の声の大きさや声の高さをグ

ラフに表示したりすることを考える．これより，誰と何を

会話しているかというプライバシーを守りつつ，複数人で

常時接続しているメリットを享受できると考える．

本稿は，提案システムの概要を述べる．また，会話映像

を表示した場合と，本システムの機能を利用した場合とで

は，どちらが，話しかけたい対話先の雰囲気を理解するこ

とができるか，あるいは話しかけるための判断材料とする

ことができるかについて検証し，考察し，結論を述べる．

2. 関連研究

ビデオチャットを複数地点と接続しながら行う研究がな

されている．Web会議やテレビ会議などのような，参加者

が疑似的に 1か所に遠隔接続し会議を行い，移動にかかる

費用を抑えつつ，メールや電話よりも情報量の多いやり取

りを可能にするとして注目されてる．

VideoWindow[3]や CRUISER[4]，Portholes[5]では，遠

隔接続により，複数人を 1つのブラウザに表示して，誰が

どのような状況であるかをソーシャルブラウジングできる

ようにしている．相手から見られる時は，自分が相手を見

ることができる状態の時のみで，常時接続するうえで問題

となっているプライバシーを守ることのできるシステム形

態をとっている．しかし，これらのシステムでは，システ

ムに接続しているすべてのユーザが，同様に接続している

他のユーザ同士の会話や様子を閲覧することができる形

式であるため，個別で話したい内容であっても，すべての

ユーザに共有してしまうという問題がある．本研究では，

複数の接続先が直接的に関係があるわけではない場合を考

慮し，対話相手の様子や音声は，他の参加者には表示され

ないようにする．

また，対話中に第三者が話しかけたいことを知らせるシ

ステムとしてコールウェイティングという機能が存在する．

しかし，重要な話をしている時にシステムが鳴ると焦って

しまったり，誰からの呼び出しなのか気になるといった問

題がある．会話に割り込みをしたい時には，会話が終わり

つつあることや，会話が盛り上がリ段階であることや，話

者同士が笑顔で話しかけても問題なさそうというような，

会話の雰囲気をある程度把握し，問題のないタイミングを

見定める必要がある．本研究では，リアルタイムの映像を

流すだけでなく，過去の映像や会話の状態などの情報を提

示することにより，会話の雰囲気を把握する助けとするこ

とを想定する．

3. システムの概要

本章では，開発したシステムの概要について述べる．本

システムは，自分が話かけたい遠隔地の相手が，別の相手

と会話をしている時に，話しかけても問題ないタイミング

を決定する助けとなる情報や，会話の雰囲気を理解する助

けになる情報を提示するシステムである．システムの機能

として，対話先のリアルタイムの映像や，声の大きさを可

視化したグラフ，一定間隔ごとの映像や，声の大きさの推

移を提示する．

3.1 設計方針

本システムの設計方針を以下に示す．

(1)プライバシー保護支援

会話中，誰と会話をしているかや，会話している内容

を知ることができれば，どのタイミングで会話に割り

込むことができるか想定することができる．しかし，

プライバシーの問題から，対話相手や会話の内容を知

ることができないという場合がある．そこで，第三者

がシステムを利用するときは，対話相手の映像や会話

音声を把握できないようにすることでプライバシーの

保護を行う．

(2)リアルタイム状況把握支援

プライバシーの保護のため，対話したい相手の映像だ

けから，対話先の雰囲気を把握する必要がある．しか

し，対話したい相手の映像だけから状況を把握するに

は限界がある．そこで，対話先の音声を取得し，リア

ルタイムの音の状態を可視化できるようにし，対話先

の瞬間の状況を理解できるようにする．

(3)時系列会話状況把握支援

先行研究により，怒りで，会話中のピッチが高く [6]，

話速は速くなり [7]，喜びでも同様に，ピッチが高く，

話速が速くなる [6]．また，嫌悪のときはピッチは低

く [7]，話速は速くなる [8]．悲しみのときは，ピッチ

は低くなり，話速は遅くなる [7] とされている．また，

弛緩感情ではピッチが低くなり抑揚もなくなることが

研究されている [9]．リアルタイムの対話の様子を把握

することに加えて，会話をさかのぼり，時系列順に会

話の流れを見ることができれば，過去の会話の雰囲気

の遷移を推測することができ，少し先の会話の大まか

な雰囲気を考える助けになると考える．そのため，対

話先の音声や映像の時系列遷移を可視化し表示する．

3.2 システム機能

以下にシステムの機能について説明していく．

時系列順写真提示機能

対話している映像のみの場合，対話の流れが，どのよ

うに変わっているのかを把握することが難しい．そこ

で，図 1に示すように一定間隔で，表示されていたリ

アルタイムの映像をキャプチャし，リアルタイム映像

の下に時系列順に表示する．一定間隔経過すると，新

しい写真がスクロールして追加され，古い写真はスク
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過去の会話を写真化し，
時系列順に表示

古い 新しい

一定時間ごとに新しい写真の追加と削除

図 1 時系列順写真提示機能 (ピクチャログ)

ロールして，削除されるようになっている．この機能

により，対話者の表情の変化や，腕組みなどのボディ

ランゲージの頻度を手掛かりに，会話の雰囲気がどの

ように変化しているかを把握するための助けになると

考えた．また，時系列順写真提示機能のことを，以下

ピクチャログと呼ぶ．

リアルタイム音量可視化機能

会話している内容を誰でも聞くことができる状態の場

合，聞かれてもいい内容であるとしても，誰かに聞か

れていると考えると話しにくい．また，聞かれたくな

い話をすることができないというプライバシの観点に

おいて問題がある．しかし，会話している内容をわか

らない状態に加工して提示すると，ただのノイズとな

り耳障りとなる．そこで，会話内容をリアルタイムに

分析し，どの程度の音量や高さで会話をしているかを

可視化する．この機能により，瞬間の会話の盛り上が

りや調子を把握することができ，話題転換の際などの，

会話と会話の間の発話量の少ないタイミングを見つけ

ることができると考えた．また，リアルタイム音量可

視化機能のことを，以下ビジュアライザと呼ぶ．

時系列順音量可視化機能

リアルタイムの音声の可視化は，映像の場合同様，会

話の流れが，どのように変わっているのかを把握する

ことが難しい．そこで，会話の音量や高さを一定時間

ごとに平均を取り，時系列順に図示する．この機能に

より，長期的な会話の雰囲気を把握することができ，

次は会話のどのタイミングで盛り上がるか，盛り下が

るかを，ある程度推測する助けになり，対話先に話し

かけるタイミングを見つけるための大きな助けになる

と考えた．また，時系列順音量可視化機能のことを，

以下サウンドログと呼ぶ．

4. 実験

4.1 検証項目と目標

本実験では，以下の項目について検証を行う．

( 1 ) リアルタイムの音声を可視化することで，話しかける

リアルタイムの音声を表示し，
瞬間の盛り上がりを可視化

音
量

音の高さ(周波数)

図 2 リアルタイム音量可視化機能 (ビジュアライザ)

音
量

古い新しい

一定間隔の音量の平均を表示
会話の流れを可視化

図 3 時系列順音量可視化機能 (サウンドログ)

タイミングを決定するための助けになるか．

( 2 ) 時系列で音声に関する情報を提示することにより，会

話の盛り上がりを把握することを可能にするか．

( 3 ) 時系列で過去の写真の情報を提示することにより，対

話先の話者の表情などから雰囲気を把握することが可

能か．

本実験の目的は，会話したい相手が別の人物と会話をして

いるとき，どのような情報を提供することによって，対話

先に話しかけるきっかけとなるのかを把握することにあ

る．またこの実験の結果をもとに，必要となる機能やシス

テムの追加や改善を行う．

4.2 実験概要

本実験は，実験協力者に 4本の映像を見てもらう．映像

はそれぞれ 90秒程度で，異なるシステム，異なる会話内

容のものである．

( 1 ) 映像 1(映像のみ):話しかけたい相手の対話相手にモザ

イクをかけた映像のみを利用 (図 4(1))．

( 2 ) 映像 2(ピクチャログ付き映像):映像 1に，ピクチャロ

グ (図 1)を追加した映像 (図 4(2))．

( 3 ) 映像 3(ビジュアライザ付き映像):映像 1に，ビジュア

ライザ (図 2)を追加した映像 (図 4(3))．

( 4 ) 映像 4(サウンドログ付き映像):映像 1に，サウンドロ

グ (図 3)を追加した映像 (図 4(4))．

c⃝ 2019 Information Processing Society of Japan

― 903 ―



(1) 映像のみ (4) サウンドログ付き映像(2) ピクチャログ付き映像 (3) ビジュアライザ付き映像

図 4 実験で利用した映像

システム映像
図 5 実験中の様子

以上の 4つの映像を利用した．また，今回の実験でピク

チャログとサウンドログは 10秒ごとにデータを更新した．

実験協力者は，和歌山大学の大学生 10名である．実験は 1

人ずつ行い，実験協力者には，上記の 4つの映像を順に見

てもらい，それぞれ映像で話しかけることができそうなタ

イミングでボタンを押してもらうという，被験者内実験を

行った．図 5は実際の実験中の様子である．また，実験に

録画映像を利用した理由は，実際に遠隔で話している様子

を提示する場合，被験者間で状況を同一とするためである．

4.3 実験手順

実験前に，実験協力者に，「映像に移っている人物に用

があり，話かけたいが，誰かと会話をしている．話しかけ

るのに問題のないと思ったタイミングを見つけて，話しか

ける代わりにボタンを押してください」という設定を設け

た．設定を説明した後，実験概要で述べた，映像 1を見て

もらった．つづいて，映像 2，映像 3，映像 4の順番に映像

を見てもらった．また，映像 2以降は，各映像実験のあと

に，アンケートを行った．

5. 考察

5.1 ピクチャログ付き映像の実験結果と考察

表 1にピクチャログ付き映像のアンケート結果を示す．

「私は，ピクチャログ付き映像を利用したとき，映像のみ

の時と比べて，話しかけるタイミングを決定する助けにな

ると思った」という質問をしたところ，5段階評価で中央

値 3，最頻値 3という結果となった．どちらでもないと評

価した人の意見としては「話かけるタイミングだけを考え

る場合，上の映像を見るだけでいいと思った」や「あって

もなくてもどちらでもよかった」という意見があった．同

意すると評価した人の意見としては「話す相手の表情や姿

勢を見ながら話すべきタイミングが分かった気がした．次

にその表情が来た時に話しかけることができると考えた」

という意見があった．同意しないと評価した人の意見とし

ては「映像に集中して判断するので，ピクチャログが変化

する過程で目に入って判断しずらくなった」という意見が

あった．

また，「私は，ピクチャログ付き映像を利用したとき，映

像のみの時と比べて，対話先 (相手)の会話の流れを理解す

ることができた」という質問をしたところ，中央値 3，最

頻値 3という結果となった．どちらでもないと評価した人

の意見としては「静止画だけでは，雰囲気を推測すること

はできなかった」という意見があった．同意すると評価し

た人の意見としては「画像の表情から，聞き手であるか，

話し手であるか，などの話の流れを理解することができ，

雰囲気を推測することができた」という意見があった．同

意しないと評価した人の意見としては「話しかけるタイミ

ングを見極めるために，主に映像を利用したが，ピクチャ

ログに目が行き，会話の流れを把握しずらいタイミングが

あった」という意見があった．

2つの質問のどちらを見ても，評価の分布にばらつきが

あった．また，記述からも分かるように，ピクチャログが

あまり役に立たないとして，話しかけるタイミングを映像

のみに頼った実験協力者と，ピクチャログから，対話先の

人物の表情や行動の遷移を把握し，次に話しかけるタイミ

ングの参考にする実験協力者がいた．また，ピクチャログ

を状況把握の役に立たないと考えるものにとっては，状況

判断すべき対象である映像の直下に写真が流れてくること

が状況判断の妨げになり，同意しないという意見を取った

ことが分かった．

5.2 ビジュアライザ付き映像の実験結果と考察

表 2 にビジュアライザ付き映像のアンケート結果を示

す．「私は，ビジュアライザ付き映像を利用したとき，映像

のみの時と比べて，話しかけるタイミングを決定する助け
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表 1 ピクチャログの有用性に関するアンケート結果

質問内容
評価の分布

中央値 最頻値
1 2 3 4 5

私は，ピクチャログ付き映像を利用したとき，映像のみの時と
0 2 6 2 0 3 3

比べて，話しかけるタイミングを決定する助けになると思った．

私は，ピクチャログ付き映像を利用したとき，映像のみの時と
0 3 4 2 1 3 3

比べて，対話先 (相手) の会話の流れを理解することができた．

評価項目：(1: 強く同意しない，2: 同意しない，3: どちらとも言えない，4: 同意する，5: 強く同意する)

表 2 ビジュアライザの有用性に関するアンケート結果

質問内容
評価の分布

中央値 最頻値
1 2 3 4 5

私は，ビジュアライザ付き映像を利用したとき，映像のみの時と
0 0 2 6 2 4 4

比べて，話しかけるタイミングを決定する助けになると思った．

私は，ビジュアライザ付き映像を利用したとき，映像のみの時と
0 3 2 3 2 3 2,4

比べて，対話先 (相手) の会話の流れを理解することができた．

評価項目：(1: 強く同意しない，2: 同意しない，3: どちらとも言えない，4: 同意する，5: 強く同意する)

になると思った」という質問をしたところ，5段階評価で

中央値 4，最頻値 4という結果となった．同意すると評価

した人の意見としては「リアルタイムで今話している内容

の声の大きさやトーンがわかるので，今話が盛り上がって

いるとか，今真面目な話をしているんだなとかが判断しや

すい」という意見があった．また，同意するという意見の

中に，「会話の途切れを見つけることはできたが，ビジュ

アライザだけ見ていると会話の切れ目と考えているだけの

判別がつきにくい」との意見もあった．このことから，ビ

ジュアライザは話しかける意思決定をするためには有用な

手段ではあるが，ビジュアライザを重視しすぎ，対話映像

を確認しない場合，息継ぎなどのタイミングでも割り込み

可能な会話の切れ目だと判定してしまう可能性があること

が示唆がされた．

また，「私は，ビジュアライザ付き映像を利用したとき，

映像のみの時と比べて，対話先 (相手)の会話の流れを理

解することができた」という質問をしたところ，中央値 3，

最頻値 2,4という結果となった．どちらでもないと評価し

た人の意見としては「音の大きさなどは可視化されてはい

たが，流れはわからなかった」という意見があった．同意

すると評価した人の意見としては「雰囲気に関しては映像

だけで事足りるが，声のトーンがわかり，会話の流れの助

けになっているように感じた」という意見があった．同意

しないと評価した人の意見としては「ビジュアライザばか

り見てしまい，話者の表情などをあまり見ることができな

かった」という意見があった．また，自由記述に「リアル

タイム映像のバックにビジュアライザを表示してほしい」

とのコメントがあり，ビジュアライザは話しかけるタイミ

ングの意思決定を助けるが，話の流れや雰囲気の理解の妨

げとならない情報提示方法を検討する必要がある．

5.3 サウンドログ付き映像の実験結果と考察

表 3にサウンドログ付き映像のアンケート結果を示す．

「私は，サウンドログ付き映像を利用したとき，映像のみ

の時と比べて，話しかけるタイミングを決定する助けにな

ると思った」という質問をしたところ，5段階評価で中央

値 3，最頻値 4という結果となった．どちらでもないと評

価した人の意見としては「話しかけるタイミングを見極め

る材料は，映像の人物の仕草で判断したため，時系列音量

はあまり意味がないと感じた」という意見があった．同意

すると評価した人の意見としては「音の大きさから会話の

盛り上がり度合いが分かったので話しかけるタイミングが

つかみやすかった．映像の会話が盛り上がってなさそうな

ときに，グラフを見ると徐々に下がっていたというときを

話しかけるタイミングと考えた」という意見があった．同

意しないと評価した人の意見としては「時系列音量を見て

も判断根拠とはならなかった」という意見があった．話し

かけるタイミングを決定する助けになると回答している人

がいる一方，時系列音量を話かけるタイミングを決めるも

のとしては意味を見出していない人もいることから，シス

テムの UIに改善の余地があると考えられる．

また，「私は，サウンドログ付き映像を利用したとき，映

像のみの時と比べて，対話先 (相手)の会話の流れを理解

することができた」という質問をしたところ，中央値 4，

最頻値 4という結果となった．どちらでもないと評価した

人の意見としては「後で流れを理解するにはいいと思った

が，映像を見ながらグラフを正確に把握することは難しく，

会話の流れの手助けにはならないと感じた」という意見が

あった．同意すると評価した人の意見としては「会話の盛

り上がりが時系列で分かりやすかった．ただ，音量が一定

の時はわかりにくかった」という意見があった．同意しな

いと評価した人の意見としては「データの意味を理解する
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表 3 サウンドログの有用性に関するアンケート結果

質問内容
評価の分布

中央値 最頻値
1 2 3 4 5

私は，サウンドログ付き映像を利用したとき，映像のみの時と
1 2 2 3 2 3 4

比べて，話しかけるタイミングを決定する助けになると思った．

私は，サウンドログ付き映像を利用したとき，映像のみの時と
0 1 2 7 0 4 4

比べて，対話先 (相手) の会話の流れを理解することができた．

評価項目：(1: 強く同意しない，2: 同意しない，3: どちらとも言えない，4: 同意する，5: 強く同意する)

のが難しかった」という意見があった．このことから，全

体的に見た時，対話先 (相手)の会話の流れを理解するのに

有用であることがわかる．しかし，一定期間の対話先の音

量に変化が少ない際，他の手段を利用することで，雰囲気

の把握の判断材料を作る必要性があることが分かった．ま

た，ビジュアライザ同様，話の流れや雰囲気の理解の妨げ

とならない情報提示方法を検討する必要がある．

5.4 割り込み可能だと思ったタイミングによる考察

実験中，実験協力者が，それぞれ映像 1から映像 4の 90

秒の映像の中で話しかけることができると思ったタイミン

グにおいて，ボタンを押してもらった．90秒の間，ボタン

は何度も押すことが可能である．実験結果を図 6のグラフ

に示す．横軸は，時間を表し，1目盛りあたり 1秒を表し，

縦軸は，x秒時点で話しかけることができると思った実験

参加者の合計人数を表す．また，会話中の対話者が話しか

けられたくないと思ったタイミングにおいて，実験協力者

に話しかけられることの可能性を考慮し，実験映像に使用

した会話内容を録画した際，話かけられる部分ができるよ

うに録画を行った．図 6の赤い線が入っている部分が，話

かけられたくない部分を表す．以下に，各映像に関する情

報を記述する．

( 1 ) 映像 1(映像のみ):実験協力者が話しかけることができ

ると思ったタイミングは合計で 21回，そのうち，会

話が他の人と同じタイミングになったのは 6回，話か

けられたくなかった時間はなかった (図 6(1))．

( 2 ) 映像 2(ピクチャログ付き映像):実験協力者が話しかけ

ることができると思ったタイミングは合計で 27 回，

そのうち，会話が他の人と同じタイミングになったの

は 7回，話かけられたくなかった時間は 70秒以降 (図

6(2))であった．

( 3 ) 映像 3(ビジュアライザ付き映像):実験協力者が話しか

けることができると思ったタイミングは合計で 29回，

そのうち，会話が他の人と同じタイミングになったの

は 4回，話かけられたくなかった時間は 72秒以降 (図

6(3))であった．

( 4 ) 映像 4(サウンドログ付き映像):実験協力者が話しかけ

ることができると思ったタイミングは合計で 34回，そ

のうち，会話が他の人と同じタイミングになったのは

7回，話かけられたくなかった時間は 0秒から 25秒

と，55秒から 66秒 (図 6(4))であった．

これらより，各映像実験において，実験協力者が話しか

けることができると思ったタイミングが重複することがあ

るということや，図 6中の赤下線に示す，話しかけられた

くないと思ったタイミングにおいて，実験協力者が話しか

けることができると考える実験協力者が存在することが分

かった．また今回，システム機能検証のため，内容の異な

る会話内容を使用した，そのため各映像間での比較を行う

ことはできない．

6. おわりに

本論文では，プライバシー保護下における，アウェアネ

ス提示手法の開発と，その評価実験について述べた．評価

実験の結果，以下の 3点が明らかになった．

( 1 ) ピクチャログは，対話先の人物の表情や行動の遷移を

把握し，次に話しかけるタイミングの参考にする実験

協力者がいる．また，役に立たないとして話しかける

タイミングを映像のみに頼る実験協力者にとって，映

像の直下に写真提示は判断状況の妨げになることが分

かった．

( 2 ) ビジュアライザは，話しかけるタイミングの意思決定

のためには有用な手段ではあるが，割り込み可能なタ

イミングを間違って判定してしまう可能性がある．話

の流れや雰囲気の理解の妨げとならないビジュアライ

ザの表示方法を検討する必要がある．

( 3 ) 対話先の音量に変化が少ない際は，サウンドログで会

話の雰囲気を理解するのは難しいので，雰囲気を理解

するために有用な手段を利用する必要性がある．また，

ビジュアライザ同様，話の流れや雰囲気の理解の妨げ

とならない表現方法をする必要がある．

また，システム機能が実験協力者によって有用であるか

どうかが異なることが分かった．つまり，システム利用者

がどの機能を利用するか取捨選択する必要である．今後の

課題としては，音声情報の可視化はプライバシーを考慮し

たアウェアネス提示方法として有効であるが，リアルタイ

ム映像と併用して利用する際，状況把握に負担がかかる部

分があったため，提供方式を再検討する．
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秒数 (s) 秒数 (s)

(4) サウンドログ付き映像合計人数 ( 回 )

秒数 (s)秒数 (s)

(2) ピクチャログ付き映像合計人数 ( 回 )

1
2
3

(1) 映像のみ合計人数 ( 回 )

(3) ビジュアライザ付き映像合計人数 ( 回 )

：話かけられたくないタイミング
図 6 割り込み可能だと思ったタイミング
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